
スローライフバス（掛川市）：中心市街地循環バス

地域と交通の状況 【少子高齢化】【中心市街地衰退】
・ 掛川市は静岡県西部に位置し、平成 17 年 4 月に旧掛川市、大東町、大須賀町が合併して誕生した南北に細

長い市である。
・ 市内には JR 東海道新幹線と JR 東海道本線の掛川駅があり、他都市への移動の利便性には優れている。一

方、市内移動の公共交通機関としての路線バスおよび天竜浜名湖鉄道のいずれも利用者は減少傾向にあり、
経営的に厳しい状況である。

・ 市街地循環バスの運行は、高齢化、核家族化、少子化、街中空洞化等が進み、交通弱者対策として循環バス
がたびたび要望されたことに伴い、駅と市庁舎を核に、医療福祉施設や教育文化・体育・観光施設のネットワー
クを形成し、中心市街地活性化策を兼ねて計画された。

活用メニュー（制度・協議会等） 【都道府県補助（バス）】
・ 静岡県市町自主運行バス事業費補助金を活用した。

 取組の背景
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掛川市（静岡県）：スローライフバス

中心市街地循環バス

サービス内容 【市街地循環バス】
・ 平成 15 年 5 月、掛川市市街地循環バス「スローライフバス」の運転開始。
・ 北回りと南回りがあり、45 分間隔で 1 日に 19 便ずつ運行されている。
・ 運賃は 100 円前払い均一制。掛川駅と市役所で南北乗継ができる。
・ 回数券は割引率が高く、1,000 円で 12 枚（2 枚分得）、5,000 円で 65 枚（15 枚分得）、10,000 円で 150 枚（50

枚分得）がある。
・ 市民によって市街地循環バスの運行維持を図るために設置された「サポート会員制度」があり、1 年間有効、

10,000 円で、家族内や企業内で自由に共有利用ができるパスが発行されている。
・ 運行は、北回りはゾーンネット・コーポレーション、南回りは掛川バスサービスに委託されている。

 実現したサービス



公共交通計画の目標策定 【プロセス：目標設定】
・ 平成19年度策定の「第１次掛川市創業計画」において、公共交通事業の成果指標と目標値が設定されてい

る。市街地循環バスを含む市内路線バスの年間利用者数38.4万人（平成17年度）を、運賃制度の見直しや地
球温暖化対策によるマイカーからバス利用への転換により、平成23年度には40万人、平成28年度には42万人
にする計画である。

掛川市地域公共交通会議 【プロセス：体制構築】
・ 平成18年度に掛川市地域公共交通会議を設置。公共交通全般について、地域の多様なニーズに的確に対

応したサービスを提供し、活力ある地域社会を実現するための協議を行っている。

公共交通の利用促進の必要性 【教訓：住民・利用者理解の必要性】
・ 各路線バスや天竜浜名湖鉄道の新たな利用者の掘り起こしが大きな課題となっている。
・ 財政が厳しくなる中、公共交通機関を存続させ、学生の通学、高齢者の通院、買い物の足を引き続き確保し

ていくためには、今後、沿線住民の主体的な取り組みも必要となる。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓

効果 【利用者増加】
・ 利用者数は増加傾向にあり、1日平均では563人、1便平均では14.8人が利用している（平成19年度）。

表．利用者数の推移
年 度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
利用者数 15.2 万人 20.8 万人 22.0 万人 21.6 万人 20.6 万人

出典：掛川市資料より作成

負担 【市町村負担】【都道府県負担】
・ 平成18年度の経常費用は4,214万円。経常収益は1,871万円で残りを市と県の補助金で負担している。

 効果と負担

53 掛川市

連絡先：掛川市都市整備課 電話 0537-21-1219

参考 URL：掛川市「市街地循環バス」 http://lgportal.city.kakegawa.shizuoka.jp/kurasi/kotu/junkan_2.jsp

 連絡先、参考 URL 等
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出典：掛川市ホームページ図.掛川市 市街地循環バス路線図



図．サポート会員募集と回数券の案内
出典：掛川市ホームページ
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 資料編


